








日本の小学校教員検定制度においては、無試験検定の一方で、試験検定も存在した。では、私立学校は、無試験検定同様、試験検定をとおしても小学校教員を養成したのか。 本稿は、 そうした問題意識のも 、試験検定、そのうちの臨時試験検定に注目することで、先行研究において等閑に付されてき 私立 による小学校教員検定 とお た小学校教員の養成にひかりをあ 、戦前日本における師範学校以外の多様な小学校教員の輩出経路を解明したい。　
つぎに、小学校教員試験検定内規とは何かについて述べておこう。
それは、主として小学校教員免許状ごとの試験検定における学歴および教職歴に応じた免除科目を めた行政内部文書である。文部省は、「小学校令施行規則」第一〇八条から第一一二条にお て、小学校教員免許状ごとの試験検定科目およびその程度を定めた。その一方で、第一一三条において、 試験検定科目の免除者を列記 一例として一九〇〇（明治三三）年文部省令 四号 みるならば、 「師範学校、中学校、高等女学校教員免許状ヲ有スル者」をはじめとする七者が、それに該当したことがわかる。しかし、文部省は、 七者 対象として、いかなる小学校教員免許状の取得に際し、いかなる科目を免除するのかまでを定めてはいなかった。その判断は、道府県 委ねられた。そこで、道府県は それらの事項を小学校教員試験検定内規 おいて定めた。　
では、本稿は、なぜ京都府を事例とするのか。その理由についても
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べておこう。 現在、 丸山剛史を研究代表者とする科研研究グループが、小学校教員検定内規の復刻を進めている。そして、同グループによる研究報告書である『戦前日本の初等教員養成における初等教員検定の果たした役割に関す 府県比較研究』 （課題番号二六三八一〇一一、平成二六年度―平成二九年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）研究成果報告書、二〇一八年）において、八道府県
２の小学校教員試験検

































































































































































高等女 又ハ指定学校卒業者及専検合格者ニシテ幼稚園保母ノ試験検定ヲ受ケントスル者ニ対シテハ修身、 教育 保図画、手工、音楽、体操ヲ除キタル他ノ科目之ヲ欠ク
第五条
　
















































右の通知案のうち、 「貴校」 と 「科」 の間には、 学校に応じて 「師範科」 、
「専攻科」が入ったと考えられる。さて、これによれば、京都府が試験科目、出願期間、身体検査、学科試験に関する通知を私立学校に送付のうえ、その卒業生を対象とした臨時 検定を実施したことがわかる。こ して戦前京都府において、私立学校は、臨時試験検定をおして小学校教員を養成したわけである。
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教員検定における免許状授与基準― 」 （ 『宮城教育大学紀要』五二、 二〇一八年）所収の小学校教員試験検定内規は、つぎのとおりである。①「宮城県小学校教員検定ニ関スル内規（一九〇〇年三月） 」②「宮城県小学校教員検定内規（一九一五年八月） 」③「宮城県小学校教 内規（一九二〇年七月 」④「宮城県小学校教員検定内規（一九二四年八月） 」⑤「宮城県小学校教員及幼稚園保母検定内規（一九三四年四月） 」
　　
そして、研究代表者丸山剛史『戦前日本の初等教員養成におけ
終了した。一方、無試験検定においては、京都府小学校教員無試験検定標準や京都府小学校教員無試験検定内規案の復刻が残されている７。今後は、これらの復刻も進め、戦前京都府において私立学校が小学校教員検定をとおして小学校教員を養成した事実をさらに明らかにしたい。そして、そうした研究の蓄積が、戦前日本における私立学校による小学校教員養成という新たな師範学校以外の小学校教員の輩出経路を解明すること、ひいては「師範 だけが小学校教員を養成した。私立学校は、その埒外にあっ 」という学界の「常識」を問い直し、新たな「常識」を示すこと つながる 考える。註１　
拙稿「戦前日本において、私立学校は、小学校教員養成の埒外に












いが、筆者は、一九〇一（明治三四）年から一九四六（昭和二一）年までを対象期間として、 『小学校 免許状授与者』請求番号明三四―〇〇二一を じめとする小学校教員検定関係簿冊合計一 八冊を調査した。ただし、個人情報保護のため、閲覧できなかった簿冊もある。
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内規案の現存状況については、前掲註１ 『美作大学・美作大 短期大学部紀要』五一 照され い。
